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表2. 3-4 平成25年度時点の評価と取りまとめ 
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4. 茂倉沢調査マニュアル（平成 26年 3月） 

 

茂倉沢における渓流環境復元にかかる治山工事は、2013（平成 25）年度に概成した。それ以降のモ

ニタリング調査についても同年に検討され、調査項目と調査方法について「茂倉沢調査マニュアル」が

作成された。調査項目は以下の「茂倉沢調査マニュアル」1頁目の通り。 
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第３章  2014（平成 26）年から 2022（令和 4）年の調査結果 

茂倉沢における渓流環境復元の取組は、「治山対策の実施により、大規模な土砂移動を防止するとと

もに、従来タイプの治山ダムによって妨げられていた渓流の連続性、多様性を回復することを最終目

標」としている（「平成17年度新治地区茂倉沢治山事業全体計画作成調査報告書」の「基本構想」よ

り）。すなわち、治山と渓流環境保全の両立を目標として、2005（平成 17）年度以降、2013（平成 25）

年度にかけて治山施設整備が行われた。 

本事業における、渓流環境保全を考慮した治山施設整備の効果を、防災と環境保全の両面から評価す

ることを目的とした調査を実施してきた。2005（平成 17）年度から、2013（平成 25）年度までは、関

東森林管理局治山課により委員会が設置されて調査とその評価を行った。2014（平成 26年度）以降

は、モニタリング調査のみを継続し、赤谷プロジェクトの渓流環境復元ＷＧが評価を行った。十分な評

価を行うためには、ある程度の規模以上の出水と土砂移動が必要であったが、2019（令和元）年以降に

なって２度の豪雨を経験し、評価が可能となったと判断した。本章では、評価のために実施した各調査

項目の結果とその分析をまとめる。 

茂倉沢における渓流環境復元にかかる治山工事は、2013（平成 25）年度をもって概成した。それ以

降は、概成時に作成された「茂倉沢調査マニュアル（案）」に基づき、各種観測や写真撮影とともに、

土砂移動量、瀬淵･倒流木、渓畔林分布、水生生物の調査を実施した。その間、2019（令和元）年10

月、2020（令和 2）年 9月の２度にわたり、日雨量180mm を超える豪雨が発生した。このようなイベン

トと各種調査の実施経緯を整理して、表3. 1 に示す。 

 

表3. 1 2014（平成26）年度以降の調査実施経緯一覧表 

  和暦   
西暦   

工事概成後  

H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3 R4 

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 

 
 

 
 

 
イベント  

 
調査項目 

     

10/12 
日雨量 
198mm 

▼ 

9/9 
日雨量 
182mm 

▼ 

 
総括 
報告書 
作成 

観測
撮影 

水位,降水量,流量 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

定点撮影,自動撮影  ● ● ● ● ● ● ● ● 

土砂移動量    ●   ●   

瀬淵･倒流木     ●  ●   

渓畔林分布      ●    

水生 
生物 

カワネズミ  ●        

底生動物 ●  ●     ●  

 

 本章では、2014（平成 26）年度以降の調査結果を、以下の５つの節立てにて記述する。 

１節  水位・気象・定点撮影・自動撮影等 

２節  土砂移動量 

３節  瀬淵・倒流木 

４節  渓畔林分布 

５節  水生生物（カワネズミ、底生動物） 

 調査結果の分析に際しては、必要に応じて2013（平成 25）年度以前の調査データと比較しながら検

討した。  
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1. 水位・気象・定点撮影・自動撮影等 

1.1. 調査目的 

No.1 ダム放水路右岸側に設置された水位計の観測（10分毎）および流量の観測（年4回程度）、国土

交通省川古観測所の降水量データ収集整理、渓流内72地点における年3回（豪雨後は適時追加）の状

況撮影、No.5-1 ダムの瀬切れ状況を把握するための自動撮影（毎日正午）を行うことにより、茂倉沢

の物理的環境を把握することを目的とした。 

 

1.2. 調査方法 

1.2.1. 水位観測および降水量 

No.1 ダム右岸側に設置されている水位計の観測データをデータロガー（kadec u-21）に蓄積し、デ

ータをCFカードにより回収するとともに整理を行う。データは10分毎に記録するよう設定している。

雨量はインターネットから「国土交通省川古観測所」のデータを引用した。 

 
写真3. 1-1 設置されている水位計（kadec u-21） 

1.2.2. 流量観測 

・ No.1 ダム放水路（延長12m）上において、左岸側、中央部、右岸側に観測定点を設定する。 

・ 定点において、プロペラ式流速計を用いて流速を3回計測し、堤体～水面までの水深を計測する。 

・ 定点間距離、水深、流速を用いて流量を算出する。 

 

1.2.3. 定点撮影 

渓流内の72地点において梅雨期前、梅雨期後、秋期の3回を標準として定点撮影を実施する。 

 

1.2.4. 自動撮影 

No.5-1 ダム付近に自動撮影カメラ（タイムラプスカメラMAC200DN （株）バイコム社製、2017 年 5

月 10 日に新設）を用いて、毎日正午に1回撮影を行う。 

 
写真3. 1-2 設置されている自動撮影カメラ（MAC200DN） 
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1.3. 調査結果 

1.3.1. No.1 ダム水位と降水量 

No.1 ダムの水位については、2014（平成 26）年度～2022（令和 4）年度までの9か年について整理

した。図3. 1-1 に経年の日雨量－水位グラフを示す。 

降水量に対応してNo.1 ダムの水位も上昇する傾向が明らかである。 

特に、以下2時期については水位が0.5m を超え、相当な流出量があったと推測される。 

① 2019（令和元）年10月 12日：水位0.57m、日雨量198mm（令和元年台風19号） 

② 2020（令和 2）年 9月 9日：水位0.51m、日雨量182mm（局地的豪雨） 

 

図3. 1-1 No.1ダム水位と日雨量 

【確率雨量について】 

川古観測所の観測が開始された1971 年～2021 年までの最大日降水量を用いて、岩井法による確率計

算を行った。上記の2時期の突出した降水量である182～198mm は、30～40年確率と評価される。10年

確率日雨量は141.4mm であった。 

 

図3. 1-2 確率雨量 
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1.3.2. No.1 ダム水位と流量 

前述のNo.1 ダム水位と流量の関係（2015(H27)～2022(R4)）について図3. 1-3. に整理する。 

流量は観測回数が少ないことから、水位との的確な関係性は明言できないものの、概ね水位と流量の

関係には相関性が認められる。 

特筆事項として、令和元（2019）年 10月 12 日に通過した令和元年台風19号による出水は、6日後

に実施した流量観測時にも5.27m3/s と突出して多く、相当量の出水があったことを示している。 

 

図3. 1-3 No.1ダム水位と流量 

  

10/18 

5.27m3/s 
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1.3.3. 定点撮影 

定点撮影は、茂倉沢流域内の72地点において、渓流の経年的な変化を捉えるために実施している。 

2014(平成 26)年度は実施していないため、ここでは2015(平成 27)年度～2022(令和 4)年度までの8

か年について、下流側より「No.1 ダム堆砂域（写真③）」「保全工背面（写真⑰）」「No.2 ダム背面（写

真㉘）」の順で経年の渓流変化状況を確認する。 

 

図3. 1-4 定点撮影位置図 
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1.3.3.1. No.1 ダム 

2019（令和元）年10月 12日に通過した令和元年台風19号の影響により、R1 11/15 の写真では大

きく流路が変化し倒木の堆積や巨礫の堆積が見られた。 
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1.3.3.2. 保全工 

渓床が急勾配になったことから、流量や流速の変化が生じたと考えられる。 

2019（令和元）年10月 12日に通過した令和元年台風19号の影響により、R1 10/19 の写真では堆

積物が一掃された状況が確認されたが、その後は右岸側に堆積して安定な状態となっており、植生も回

復傾向にある。 
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1.3.3.3. No.2 ダム 

2015（平成 27）年～2017（平成 29）年までは次第に流路幅が拡大するとともに流量も増加する傾向

が認められる。 

2019(令和元)年の台風19号直後の令和元年10月 19日の写真では、流路が大きく蛇行しNo.2 ダムが

流出土砂を抑えている状況が確認された。 

その後は、ほぼ流路は変化せず、次第に植生が回復している。 
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